
自民党「社会保障を守る会 緊急集会」に参加し、森山典明会長が決意表明

2025年12月18日、自民党本部で開催された「社会保障を守る会 緊急集会」に招待され、当協

会の森山典明会長が壇上で決意表明を行いました。

物価・賃金上昇に対して医療・介護・障害福祉報酬が追いつかず、提供体制の不安定化が進む

中、骨太方針2025および2025年度補正予算において一定の対応が示されました。しかし、抜本

的な対応には、2026年度報酬改定への物価・賃金の確実な反映が不可欠です。こうした認識のも

と、関係団体の理解と支援を得ることを目的として、本緊急集会が開催されました。

▲日本在宅介護協会森山典明会長

社会保障を守る会代表の田村憲久衆議院議員による挨拶を皮切りに、自民党の鈴木俊一幹事長、

後藤茂之衆議院議員等から挨拶が行われました。続いて、医療・介護・福祉の各分野を代表する

団体による決意表明が行われました。

当協会の森山典明会長からは、補正予算の成立に対する関係者への感謝を述べた一方、在宅介

護事業所の多くが赤字経営により限界に直面している現状を訴えました。また、事業の継続と質

の高い介護サービスを実現するためには、物価上昇を反映した報酬改定が不可欠であることを強

調し、持続可能な介護保険制度の実現に向け、引き続きの支援と協力を呼びかけました。

その後、決議文の案が参加者の拍手により承認され、正式な決議として採択されました。なお、

この決議文は高市早苗総理大臣に直接手交されることとなりました。

↓当日の次第、出席者、決議文などは次頁参照 2025.12.18






